
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

【①知識】

農家の人は、安心・安全な食料を

生産するために、様々な工夫をし

たり、いろいろな人と協力したり

していることを理解している。

【②技能】

自分たちの郷土愛と大和町の特産

品のよさを伝えようと、情報を整

理し、効果的にプレゼンテーショ

ンを作成している。

【③探究的な学習のよさの理解】

自己の主体的な行動が、身の回り

の人を元気にさせ、明るい生活を

作っていくことを理解している。

【④課題の設定】

大和町の人を笑顔にするために、

大和町の特産品をどのようにアピ

ールすればよいか考えている。

【⑤情報の収集】

大和町の特産品を生かすレシピを

つくるために、情報を効率的に収

集する手段を選択し、事象を比較

したり関連付けたりして調べてい

る。

【⑥整理・分析】

大和町フィールドワークで、見た

り聞いたりしたことを社会科での

学習と比較して考えたり、関連付

けて大和町のお米のよさを見つけ

たりしている。

【⑦まとめ・表現】

「大和町のよさを伝える」ことを

目的に、自分たちの考えたレシピ

を効果的に表現している。

【⑧-1自己理解】

これまでの生活を見直し、自分の

特徴やよさを理解しようとしてい

る。

【⑧-2他者理解】

大和小学校５年生を代表するレシ

ピを選ぶために、異なる意見や他

者の考えを聞き入れようとしてい

る。

【⑨主体性・協働性】

大和町の特産品を多くの人に広め

るための方法をすすんで考え、地

域の人や友達と協力して、取り組

もうとしている。

【⑩将来展望・社会参画】

地域の農業との関わりを通して、

自己の生き方を考え、生活や社会

の中で、自分の役に立つことを見

つけて行動しようとしている。

R07当初 大和小学校単元構想シート

単元名

大和町のよさをきらりと光る宝にして、大和町をもっと元気にしよう

本質的な問い

地域社会でよりよく生きるために、自分は何ができるのか

単元で解決を目指す生活・社会の問題

「大和町の明るい未来を想像したい」という地域住人の願いに応えること

学年

小学校５年生

テーマ

地域

主な学習形態

学年
社会参画：ＰＢＬ

今までの学習をもとに、身の回りの人に特産品を使ったレシピを紹介したり、

米の販売活動を行ったりする。

＜課題の設定＞④

大和町のお米のよさを伝えるためには、どんな

デザインにすればいいのかな？

＜情報の収集＞①
 ○大和町フィールドワーク（農家とカントリーエレベーターの見学）

・米作りをしている農家さんの工夫や思いを知る。

土づくりのから出荷まで

作業の効率化（スマート農業）

・大和町の米のよさを知る。

○全国の米の袋のデザインを調べる。

＜整理・分析＞⑥

 ・農家さんの思いが伝わるデザインや大和町のお米のおいしさが

伝わるデザインについて話し合う。

・キャッチコピーとキャラクターを作る。

＜まとめ・表現＞⑧-1

  ・各自で米の袋のデザイン描く。

手立て：１総合技術高校の生徒からお礼の手紙についてする返事の動画をもらう。その際、以下の2点の

アドバイスを話してもらう。

 ①華kinカフェの入場者以外にも、対象者を広げてレシピをアピールできるのではないかということ。

 ②ほうれん草以外の特産品も大和町を元気にするために活用できるのでないかということ。

２・全農ひろしまの方の話

 広島県の米の消費量を広島県産の米の生産量でまかなえないこと・米の地産地消を促すために

大和町のお米をアピールしてもらいたいという依頼

 今までの経験をもとに、何をすれば大和町のお米がアピールできるか話し合う。自分たちの案以外

のアイデアをもらうために、全農ひろしまの方に聞く。全農ひろしまの方から、米の袋のデザイン

の依頼を受ける。

 まず米の袋のデザインを作成し、次にほうれん草とお米をいっしょに、対象者を広げてアピール

していくという見通しを立てる。

＜課題の設定＞

大和町のほうれん草とお米をいろいろな人に

アピールするには、どうすればよいのだろう？

＜情報の収集＞
・協力が得られそうな「食」に関わっている人を探す。

・大和町内の多くの人に伝える方法を探す。

・大和町以外の人に伝える方法を探す。

＜整理・分析＞⑨
○協力の依頼できる人

・学校給食の栄養教諭・こども園の調理員さん・食生活改善員さん

○大和町内外に伝える方法
・レシピの広報（掲示:大和支所・アグリセンター・道の駅・SNS配信:大和小学校の全保護者）

・直接販売

＜まとめ・表現＞③・⑩
・学校給食の栄養教諭へ 給食の献立にいれてもらえないか尋ねる。

・こども園の調理員さんへ 給食やおやつの献立にいれてもらえないか尋ねる。

・食生活改善員さんへ 地域の食に関わる活動に自分たちのレシピを使った調理を

取り入れて、大和町の人に伝えてもらうようお願いする。

・大和支所・アグリセンター・道の駅へ、レシピ集を置いてもらえるようお願いする。

・レシピ集を校内情報配信アプリで保護者に配信してもらえるようお願いする。

・「とれたて元気市となりの農家店」での販売活動を行う。

手立て：全農ひろしまの方から、子どもたちが描い

たデザインに対する肯定的評価をもらう。

その際、販売活動の誘いを受ける。

お米をアピールしよう

大和町のほうれん草とお米を

もっと多くの人に知ってもらおう

＜課題の設定＞総合技術高校の生徒さんが、

大和町のホウレン草を商品化してくれたら、

大和町の人は笑顔になってくれるかな？

＜情報の収集＞⑤

・総合技術高校の生徒さんに協力のお願いをする。

・レシピを作る際のアドバイスをもらう。

・ほうれん草を使った料理のレシピを調べる。

ほうれん草をアピールしよう

テーマ発表

大和町の「よさをきらりと光る宝」に

して、大和町をもっと元気にしよう

＜整理・分析＞② ・⑧-2

・それぞれがレシピを作り、学級で発表する。

・大和小学校５年生を代表するレシピを選ぶ。

・総合技術高校の生徒に説明するための

   プレゼンテーションを作る。

＜まとめ・表現＞⑦

・総合技術高校で、自分たちが推すレシピを

発表する。

・総合技術高校の生徒が選んだレシピを知る。

・総合技術高校で、商品を販売する。

手立て：

①大和支所の方に大和町の概要について教えていただく。
 地域的特色、産業、特産物、人口の動向

 ②アグリセンターの方に大和町の農業について教えていただく。
 仕事としての農業・水耕作物とは・食料米について・大和町のお米のおいしさのヒミツ・大和町の米以外の作物

 ③先輩の体験 総合技術高校 食デザイン科の方々が商品化して販売してくれた

手立て：・総合技術高校の生徒に協力を依頼するための動画を送る。

・総合技術高校の生徒から、協力依頼の承認と、レシピを作る際のアドバイスを話している動画が送られる。
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